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合以前の縮の2倍に，そLて苦干の場合仁は5倍にも騰貴したoJF. Engels， Die Geschichte 
























2) Ibid.， 55. 589-5叩，前掲訳書18ペ ク。ただし訳文は一部変えた。
3) K. Ma百， Das Kapital， Bd. 1， Marx-Engels Werke. Bd. 23， S.705，マルクス=エソゲル
ス全集，大円書官版，第お巻第2分冊.883ペ ジ。(以下，Das 1匂戸臼:1， Bd. 1， S.705，第
23巻b.883ペー ジとする。)
4) lbid.， Bd. II. S. 735，第25巻b，933ベ久
5) D. Spring， The E:πg五shLanded Es加"向 theNineteenth Century.-lts Administra-
μυn， 1963， p. 2. 
6) rどこでも土地所有者は，大きな影響力を，しかもイギリスでは臣倒的に大きな帯響力を，立
法に及ぼす J Das 芯白~pital， Bd. II. S. 639，第25巷b，808-9、ーン。






































ほぼ2倍〔ェーカ 当り 13s.4d→26，. 10d.) と推定し ζいる0'。また 1815年の
1表
地の代平均の地高代い5県 地の代平均田低地代い5県
〈エー カー 当り〉 (ユカ当り〉
1815年 3.. 6d 6.'1. 4d 
1860 36 6 8 。
1878 43 。 10 。
出所) D. Grigg、TheAg内田 lturalRevolu.tion 








2表 Beds & Buck昌 E日tates Thorn己yEstate 
1816年から 1835年まt 600，584" 108，799" 
1836 汐 1855 1 664，579 519，824 
1856ρ 1875 1/ 872，722 703，717 
1876 / 1895 / 687，658 553，762 
出所) The nllkf' of Bedford， A Great A.gri.cultu.ral Estate; Being the Sto叩 ofthe 





10) J. Caird， English Agr官:ulturein 1850-51， 1852， p.474 





















(he has no business there)J13) (傍点引用者〕と。また7、プリ Yグ D.Springは，
このような借地農ω追放は「排水技術の発明と適用」とが広範に行われた r19
11) Das Kapi担 1.Bd. III， S.734.第25巻b，932ベ一三人
12) 土地改良につい丈り上院特別委員会心873牛)における事西弁護士solicitorホワイトA.Whue 
のど欠の証言を参照せよ。「もLも世良を行わなければ，あなたがた(土地所有者を指す 引用者)
白土地は耕作できなくなり，借地農を得られないであろう oJSelect Committee of the 拍 "'e
of Lords on the Improvement of Land， 1873， M叩 .tesof Evidence， Q. (質疑応答番号)
4036， pp. 335-6. 
13) Ibid， Qu-2041-2， p.182 
























16) Cf. The Duke of Bedford. op. cit.， pp. 81-2 
17) きもなければ，農業労働者は自分の住居から3マイルもはなれた農場へ毎日かよわなけれぽな





The Du1-a of Bedford，。ρcit.，pp. 180-213 もちろんそのためには静諜的差配人 agent集団
。近代的整情なども必要であったにちがいない.職業的差配人とそれが所領官理にはたした役割
については cf.D. Spring， ot αt.， pp. 97-134 
イギリス農業構造と土地所有の性格， 1851年 1871年 (115) 115 
有する小屋の数とそこに住む 3表
農業労働者などの数が示され 小屋個数 住人数
ている (1894年現在〉。大土地 Beds晶 Bucks 768 2，595人
所有者による小屋の所有が相
Thorney & Wansford 423 1，653 
Devon 552 2，235 
当大きな影響力をもっていた Dorset 6日 240 
ことがわかるであろう。 言十 1，803 6，723 
ζれまで述べてきた土地所










ノミキγガムシャの所領に |学校・教会年金 教貧税 合計
おけるそのような支出の £ £ £ £ 
推移を 4表にかかげる。 182 65 
20，947 6，772 6，53!) 34，254 
これによれば毎年 3，000 It¥66 
182 75 
87，189 14，421 11，418 113，028 
ポンドから多い時で
1876 
10，000ポンド以上の支出 18t 85 
48，305 ll，ti67 16，:12ti γ6，500 
が行われており，当該所 1886 
lti95 
36，345 17.504 12，292 66，141 
領の純収益が年間邑，000
""""10，000ポγ ドであるの 出所') Ibid.， pp. 101-2から作成。
19) 一例として次の文献を参照せよ。 S.C. H. L. on the -Improvement of Land， R噌ort，pp 
lY-V 













従属の関係が横たわ 4 ているのであ勺て，プロドリザク G.C. Brodrickはそ










20) The Duke of Bedfordゆ cit.，p. 50 
21) G. C. Brodrick， English Land and English Landlords， 1881. pp. 109-111 
22) Ibid.， pp. 127-8. 
イギ1ス農業構造と土地所有の性格， 1851年ー 1871年 (117) 117 
19世紀全般を通してイギリ月の土地所有構造を示す唯一の資料は『土地所有




5表土地所有の状況 (イソグランド ウエー ルス)
所 有 規 模 人 数 | 所有面積 I推代定収粗地入
エカ‘ £ 
100，000エーカ以上 1人 181，616 161，874 
50，000 fl fI 100，000エー カー 未満 3 194，936 188，747 
20，000 1， 汐 50，000 /; I! 66 1，917，076 2，331，303 
10，000 !/ ノ/ 20，000 /，ノ 1 223 (06% 〉3，098，674 (56.7) 4，337，023 
5，000 1 /ノ 10，000 庁 1 581 3，974，724 5，522，610 
2，口叩 η Jケ 5，000 1 1/ 1，815 5，529，190 9，579，212 
1，000 /1 ノ 2，000 /1 I! 2，719 ) 3，799，307 7，914，372 
500 f/ I! 1，000 1; I! 6，427，552 
100 汐 fノ 500 1ア I! 32，317 ) (3.8) 6，827:346) (30.7) 13，680，760 
50 1/ ノフ 100 Iア 汐
IL，g741759810，』'61707951J トf(12.6) 
4，302，003 
10 f/ I! 50 汐 ノア 72，640 f (22.8) 6，509，290 
1 " lツ 10 '1 /ノ 121，983 6，438，325 
I! I! 703，289 (72.8) 29，127，679 
合 計 966，275 (100.0) 33，012，081 (10日0)





























カーを所有しており， 平民の最大規模の土地所有者たる GreatLandowners 
の平均所有面積6，598エーカーの2倍強に達している。つまり 5表にみられる
大土地所有者のうち， 少くとも 10，000=ー カ一以上を所有する部分はほとんど
全部が貴族あるいはその息子・寡婦などによって占められているといってまち
、はs 急進的な土地改革論者が考えていたよりももっと深刻な土地独占の実態であった。 cf.J 
Savil1e， Bibliographical Note， in]. Bateman， The Great Landmιners Qf Great Britain 
即 zdlreland， 1883 
24) Cf. G. C. Brodrick， op.αt.， pp. 158-164， J.Bat町man.o.ρ Clt.， pp. v-xiii 
25) G. C. Brodrick，噌口t.，p. 1削
イギりス農業苦造と土地所有の性肱 18日年-1871年 (119) 119 
6表 階層別土地所有状況 (イングランドーウェ ノレズ)
F昔 屠 I a 人 数 Ib 所有面積 b/a 
ラ6 ムカー ラ舌 ヱヵー
Peers ① 14，322.4 
J 
Grea t Landowners① (0.4) 8，497，699 f (53.7) 6，597.6 
Squires③ 2，529 4，319，271 1，707.9 
Great Yeomen o 499.0 
L"日巴rYeomen ① 24，412 
(3.5) 
4，144，272 169.8 
Small Proprietors由 217，049 (22.3) 3回 1，師)山J 18.1 
Cottagers ⑦ 703，289 (72.3) 151，148 0.2 
Public Bodies & Waste 14，459 (1.5) 2，968，172 (8.6) 205.3 
合 973，011 (100.0) 34，523，974 (100.0) 35.5 
注〉①貴族の長男 夫人〈未亡人〉を含む"
②貴族以外の平民で，所有面積3，000エーカー以上かつ年地代収入3，000ポンド以上のも<1)，
@同じく所有面積1，00'-"3，000エカ りもの，7kび3，000ェ ヵ 以上であるが年地代収
入が3，000ポ三ノドに達しないもの(平均 1，700エー カー 〕。
@同じく所有面晴300"-'1，000コニーヵーりもの〔平均500エーカーλ
⑤同じく所有面積100"-'300エ カー申もり(平均1刊エーカ )， 
⑤同じく所有面積1""'10エーカーのもの。
⑦同じく所有面積1ェ カ 以下。もりg




















13'ス b 位何 品凸て凶叫明 C雇用労働者数⑤ b/a c/a① 
エ1Cヵ未ー満 エカ 4% 〕 423人(029〉6 エカ 人6，001 (10.0) 10 94.9 4.9 。
/ 
/ 35，088 (0 5.8 0.1 
エー10カ以ー 上 20 1 6，074 (10.1) 10 86.5 12.9 0.5 / 91，110 (1.0) 1，191 (0.6) 15 0.2 
"0 か 50 ノ/ 10，604 (17.7) 10 63.7 34.3 1.8 0.2 / 359，690 (4.0) 6，341 (3.2) 33.9 0.6 
50 1/ 100 1I 10，483 (17.5) 100 37.3 54.7 7.6 0.4 / 758，013 (8.3) 14，857 (7.5) 72.3 1.4 
100 1.ア 2口o1/ ユ2，047(20.1) 10日20.9 42.1 35.1 1.9 / 1，741，175 (19.2) 36，495 (18.5) 17!:!.4 :l.Y 
タ口、 /ノ !'iOO !/ 11，467 (19.2) 100 10.5 14.3 49.9 25.0 0.3 3，504，175 (38.6) 82，989 (42.2) 379.9 9.2 
500 J/ 1，0口o1ア 2，612 (4.4) 100 8.2 3.5 15.7 69.6 3.0 1，737，400 (19.4) 39，709 (20.2) 665.2 15.2 
1，000 f/ 582 (1.0) 100 12.2 3.6 8.9 53.4 21.8 860，550 (9.5) 14，788 (7.5) 1，650.4 25.4 





山所) c.印刷S o.f England & Wales， Fur the Year 1871; Appendix A， p.123より作成四








「小農場 smallfarms の数が一般に考えられているよりもはるかに多いJ-~8) こ
とである問。すなわち，経営面積が 100.:r.ーカ に満た伝い経営が全経営の半
分以上 (55.3%) に達しているし，これに10日~200エ カ の経営を加えると，
小農場の割合は全体のy.を越える (75.1%) のである。ここで100~200エ カ一
規模の経営を小農場に含めるのはやや奇異の感を与えるかもしれないu しかし




26) サリ，ケン九サシクス，ハムプシャ'" ク， ムーシクス，サプアク， ノ フアク〆λ タ
一， ラトラ γ ド， リンカソ， ノティンカホム， ダ ピ， タゃラムョ ノー サムパランド， カムノミラン
ド，ウエストマラ γ ドの17県。
27) イギリスで農業統'Hが整f摘されるのは186年代以降であって，それら CAgriculturalRetun1s， 






のである。J (静点引用者)D回 Katital，Bd. III， S.687，第25巻-h，869ベージ.




ははるかに大規膜である〔ただしフェン地方およびロンドン近郊は例外である)...QJ D. Grigg， 
Ag河口地uralRwnnZ1.1f:Inn in λヲuthl.incnlnshi問.1966， p. 193 



















「く問> 100エー カ-i通ら剖Oエー カ のd農場にあっては，土地からの生産7物のほとんど主
部が家族達 theirfamily and their tea皿によって消費され， そ札を越えるfUi註はほとんど
白場合存在しない， と考えるか? く答〉 ほとんどの場合その通りである。 これらの小農民連
small farrnersは生活が大変苦しく，ぜいた〈ができないことはもちろん大きな資本を充用す
ることもない。 s.C. H. L. on the hnprovement of Land， 1873， Mi剛山S of Evi占 na
Q. 3006， p.254 ケアリは職業的差配人 agentで， 数10年間複数の土地所有者りもとで勤いて







とを一般的に指摘するにとどめざるをえない。 cf.Children'g e叩 ploymentcommission， Sixth 
何eport，1867， p.17 
32) 椎名重明「イギリス産業主命期の農業構造 J1962年， 364-6ベー ?を参照りこと白







































性格の異なる 4つの群に分類できることが明らかになった。すなわち， A. 10 
エーヵ 未満の賃労働者的経蛍， s. 1O~200 エ カーのうち労働者をまョた
く雇用しない小農民的経営(そりほとんど大部分の経営面積は10，-，75_-cー カー にすぎ
ない)， C 同じく1O~200エーカーのうち労働者をい〈らかでも雇用する小資
本主義的経営〔実際にはその過半の経営面積は75~200エ カ である)， D 最後に









































5人8 423人〔02%) 44人8 O 人1 A 2口6 35，日88 1，230 
B 18，433 (30.8) 十 1，050 931，088 (10.2) + 181，530 50.5 /' /' /' 
C 20，775 (34.7) --9J5745 0 2，018，900 (22.2) 868，533 97.2 58，884 (29.9) - 33，250 2.8 
D 14，661 (24.5) 6，102，125 (67.2) + 3日6，750 416.2 137，486 (69.9) 41，890 9.4 
計 59，870 (100.0) - 8，765 9，087，201 (100.0) 381，510 151.8 196，793 (100.0) 80，585 3.3 
c b!a b a 
営
〈909〕6 エカ 4ラ〕6 エカ 87メ1J (03%〕一一一一一0丈1 A 6，207 36，315 (0 5.9 
B 17，377 (25.3) 749，585 (7_9) 43_1 /' /' 
C 30，350 (44.2) 2，887，433 (30_5) 95.1 97，131 (35.0) 3.2 
D 14，701 (21.4) 5，795，375 (61.2) 394.2 179，376 (64.7) 12_2 
計 68，635 (100.0) 9，468，711 (100.0) 138.0 277，378 (100.0) 4.0 
'51年の良業経営の状況 〔イングヲンド17県〉
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1876年 5月1日付の ThRIMark Lane g-rp即日は第1次借地法 Agricultural





36) この点を強調したものに桂名重明氏の見解がある。 r 穀物法の中期一一比較的高いところ
に維持されていた穀物価格が低落した時期，とくに1824年にはじまる『慢性泊な農業不況』の時
期 をむかえると，地圭帯地農関係における「地主の優勢』は切り闘手れ拍め，いつでも解・.. .・・・ .・・・・.. .. . 
約しうる一年限りの借地が惜地権そりものの強化をともないながら広範にあらわれるのであるe
Jト~ ~oj{-喜晶 (yeary tenancy) がし、まやff主1~~t走]1 され，急車告白ι長 i!主i司る"""
としての“leaseby the year" となってあらわれている点が注目されるJ椎名重調「近代的




37) C. S. Orwin and E. H. Whethem， Hlstory of British Agr{cn[ture 1846-1914， 
1914， p.166 
o8) いわゆる「テナント'ライト」補償の法制~1oを定めたもの@すでに1847:年の「農業慣行につい
て田上院特別委員会(通称ビュージ一委員会)Jが法制川七を提唱L口、る 【cf.S. C. H. L 
on Agricultural Customs， Rゆmτ，p_ iv.)が， 実際に立法化されたのはこの法樟がはじめて
であ仏しかし現実にはほとんど適用されず，事実上死士と化した。椎名，前掲書. 275-336へ
ーヅ。および G.C. B町drick.opαt.， pp. 206-7， 210を参照りこと a
39) W. E. B田町 TheRelations of Landlord and T enant in England and Scotland， 
即 104ー131に全部が転載されているe












(The Mark Lane Exp月，SS，1876. 5. 1.) 
回答の種類 回答数
[~年借地のみ 73 
0大部分が年借地 ー 50 
[~リース Dみ ・ 5 




と， コ-yウァノレ， ミドノレセクス， ノーファク， ウエ見トマラ Y ドではリース
がかなり優勢であり，デヴγγ ャ，エジグス，ケ Y ト，ノーサムハラ y ド，サ
ファグ，カムパラ γ 卜¥ヲンカシャ，サリでリースと年借地制と括抗している
ほかは，イ yグラ Y ドのほぼ全域にわたって年借地制が優勢であることがわか
る(1図参照J。
したがってこの事実は，それまでイ Yグラ Y ドで支配的であった比較的長い












































41) D山 KatitaZ，Bd. II. S. 687，第25巻b，869へジ。
42) Ibi国.S. 633， 799-8凹ベージー























43) lbid.， S.633， 800ベジー
